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1　 は じめに

　パ ー
ソナ ル カラー診断で は 4 カテ ゴ リーに

分 類され る診断用布 （ドレープ）を用い て個

人 に似合う色の カテ ゴ リーを決 め て い く手法

が大半で ある 。 カラ リス トス クール WAM 　I

CI において も 「ブライ トス プ リング」 「パ ス

テル サ マ ー
」 「ディ

ープオ ータム 」 「ブ リリア

ン トウイ ン タ
ー

」 とい う 4 カテ ゴ リ
ー

で 似合

う色を診断してい る 。

　パ ー
ソナル カ ラー診 断が 日本に紹介されて

か ら 20年近 くを経過 し、診 断を受けて い る人

は相当数 に上る と思われ るが 、実際 、 4 つ の

カテ ゴ リー （以下 4 シーズ ン ）の 内訳 に関す

る調査報告はなされ て い な い 。 本調査 は 、 カ

ラ リス トス クール WAM 　 ICl が保有する

15 年分の診断データの うち、H11 年 12月か

ら H15 年 2 月 まで の過 去 3年分を整理 し 、 4

シーズン別の分布を調査 した もの で ある 。

2　方法

・調査対象者 ： 色彩関係の 通信教育受講生

　　　　　　　約 11
，

000 人
・方法 ： CUS パ ー

ソ ナル カ ラーチ ェ ッ クシ

ー
トに よる 自分 色診 断 （4 シ

ーズ ン分 類に よ

るパ ー
ソ ナル カ ラー診断 ）

・期間 ： 平成 11 年 12 月〜平成 15 年 2 月

3　 結果

1 ）表 1 は ， 地域別構成比 を示す。全 国規模

で 見る と構成比 は 「パ ス テル サマ ー
」 「ブライ

トス プ リング」 「ディ
ープオ ータム 」 「ブ リ リ

アン トウイ ンタ ー
」 の順 になっ て い る 。

2 ＞地域別 に構成比を比較すると東北 、 四国

で は全国平均と異な っ た比率にな っ て い る

こ とがわか る 。

3 ）図 A − 1 ・2 に見 られ る よ う に男女別 に

4 シ ーズン を比較す る と男女で は 4 シ ーズ

ン分布が異な っ て いる。

4 ）図 B − 1 ・2 は フ ァ ッ シ ョ ン な どの 消費

が集 中する首都圏 （東京 ・神奈川
・
埼玉 ・千

葉）と京阪神地域 （大阪
・京都 ・ 神戸）を比較

して い る が両 地域 に大きな差 は見 られ な い 。

4　 まとめ

1 ）「日本人 は ソフ トな髪質の黒髪 、黒 い瞳

にブル ーイ ッ シ ュ ピンク の 頬色の タイプが

多い」とい う表現 を しば しば耳にする が 、 今

回の 調査で も 「パ ス テルサ マ
ー

」が 多い結 果

とな り 、

一般 に言われ て い る こ との 裏付 けが

得 られた 。

2 ）「パ ス テ ル サ マ
ー

」 の 次 に肌の 色 も 目や

髪の 毛 も明る い 「ブライ トス プ リング」が 多

い結果 とな っ た。こ う した順位を さ らに細 か

く分 析する為 には 年齢別 の 調査 も行 う必 要

が ある と考え て いる 。

3 ）首都圏 と京阪神で は フ ァ ッ シ ョ ンの 購入

傾向に差が ある と指摘 される こ ともある の

で 比較 を試み たが、今回 の 調 査で は両地域に

明 らかな 差が な く、パ ー
ソナル シ

ー
ズ ンとフ

ァ ッ シ ョ ン の購入 傾向と は連動 して い な い

こ とが 分 っ た 。

　今回 の 4 シ
ーズ ンの 分布が、10 数年前か ら変

わ らな い の か 、今後変化するの か、日本人 の食生

活の変化やライ フス タイ ル の変化との 関連か ら、

継続的 に調査 して い きたい と考えて い る 。
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表1；地域別構成比
構成比

地域別人数
BrightSpringPasteISummerDeepAutumnBrilliantWinter

准北海道 42620 ．2％ 41．3％ 18．5％ 20．0％

2 東北 （青森 ・秋田
・岩手・福 島・山形 ・宮城） 62022 ，3％ 37．3％ 25．8％ 14．7％

3 関東 （東京・神奈川 ・埼玉
・千葉 ・栃木 ・茨城・群馬） 3，74822 ．4％ 4t6 ％ 18．8％ 172％

4 甲信越 （山梨 ・長野・新潟） 47921 ．3％ 43．6％ 17．5％ 17．5％

5 北陸 （石川・福井・富山） 23421 ．4％ 44．9％ 19．7％ 14．1％

6 東海 （静岡・岐阜 ・愛知） 1」4524 ．5％ 37．9％ 22．3％ 15．4％

7 近畿 （大阪・兵庫 ・京都 ・奈良・滋賀 ・三重 ・和歌山） 2」7224 ．1％ 40．0％ 20，5％ 15．3％

8 中国 （岡山・広島・島根 ・鳥取・山口 ） 61820 ．4％ 45．8％ 19．4％ 14．4％

9 四 国 （徳島・香川 ・愛媛 ・高知） 28420 ．8％ 37．7％ 23．9％ 17．6％

0 九州 （福岡 ・長崎 ・大分 ・佐賀・鹿児 島・熊本 ・宮崎・沖 1，01922 ．3％ 39．1％ 22．5％ 16．2％

合計 10，74522 ．6％ 40．7％ 20．4％ 16．3％

図 1 ：男女別構成比

図1− A （男性） 図 1− B （女性 ）
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図2 ：首都圏
・京阪神の比較

図2 − A （首都圏／ 東京・埼玉 ・神奈川 ・千葉）
図 2 − B （京阪神／ 京都 ・大阪・兵庫）
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